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自主行動計画の内容 
・製造・使用時の漏えい防止等排出抑制対策 
　燃焼分解設備の増強、回収・破壊設備の設置、冷却ユニットの防振性向上等 
・現フロン類からノンフロン・低GWPガスへの転換 
　不燃性・微燃性の低GWP冷媒の実用化評価、ノンフロン製品の開発、低GWP溶剤
への転換 
作成団体；日本フルオロカーボン協会、日本冷凍空調工業会、ウレタンフォーム工業会等１４団体 

分野 2013年排出量（百万t-CO2） 変化率 2014年排出量（百万t-CO2） 全温室効果ガスに対する
シェア 

HFC等４ガス計 37.56 8% 40.74 ３．０ 

　HFC 31.68 12% 35.34 ２．６ 

　PFC 3.27 3% 3.35 ０．２ 

　SF6 1.25 3% 1.21 ０．１ 

　NF3 1.36 39% 0.83 ０．１ 

合計 １４０８ 3% １３６５ １００ 
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	 BAU:	Business	As	Usual	
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高効率低ＧＷＰ冷媒を使用した中小型空調機器技術の開発(平成2８年度予算案額　３．８億円) 

事業の内容 

条件（対象者、対象行為、補助率等） 

国 民間企業等 
交付金 

事業イメージ 

事業目的・概要 
l 代替フロン等４ガス（HFC,PFC,SF6,NF3）は、CO2の数
千倍の温室効果を有する物質であり、その排出削減は地球
温暖化対策として重要な課題です。特に冷凍空調機器の冷
媒に使用されている代替フロン（HFC）は、今後、排出量
の急増が見込まれ、早期の低温室効果冷媒への代替実現が
急務となっています。 

l しかし、家庭用を含む中小型空調機器は小型化が重要であ
ること、家庭用の場合は特に安全性が求められることに加
え、さらなる低温室効果冷媒への転換候補物質が存在しな
いこと等の課題があり、現時点では、省エネを実現しつつ
低温室効果、小型、安全性等の要素を全て充足する冷媒及
び空調機器は存在していません。 

l このため、将来の転換候補となる新たな低ＧＷＰ冷媒を開
発するとともに、当該冷媒を用いつつ省エネ化を実現する
中小型空調機器の基盤技術等の確立を目指します。 

成果目標 
l 平成28年度から平成32年度までの５年間の事業であり、
本事業を通じて、現状の市販品に比べ10%以上の省エネ
を可能とする低温室効果冷媒を用いた中小型空調機器の
市場化に必要な基盤技術の確立を目指します。 

l 高効率かつ低温室効果の中小型空調機器を実現するため、
コアとなる以下の要素技術及びシステム全体について開
発を行います。 

（主な技術開発課題） 

・低温室効果冷媒（HFO、自然冷媒）で高効率化を達成
する主要機器（圧縮機、熱交換器等）の開発 

・高効率かつ低温室効果の新冷媒の開発 

l また、各冷媒について、使用条件等に対応した安全性評
価（可燃性、毒性等）、物性評価を行い、国際規格策定
につなげます。 

NEDO 
委託 

補助(1/2) 

	




